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トリガー性能評価
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我々は次世代の広帯域X線天文衛星計画「FORCE」に搭載予定のX線ピクセル検出器「XRPIX」を開発して
いる。現行のX線天文衛星で広く用いられているX線CCD検出器は読み出しが数 sである。したがって非X線
バックグラウンドとX線イベントを区別するために 100µs程度の間隔でイベントを起こすVetoカウンタを利用
することが難しい。それに対してXRPIXは各ピクセルに閾値回路とトリガー機能を実装することで数 µsの高い
時間分解能を実現する。「XRPIX7」は絶縁層に薄いシリコン層を導入して静電シールドを形成する DoubleSOI
構造を持った大型素子である。我々は FORCE衛星搭載品と同程度の大きさのXRPIX7を用いて性能評価と課題
の調査を行っている。本研究ではトリガー性能に焦点を当て、射出タイミングと射出時間を制御できるレーザー
光をXRPIXに照射した。レーザーによる信号電荷量とトリガー閾値を変化させた際のトリガー信号の遅延と揺
らぎの振る舞いについて報告する。


